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令和２年 全期の対前年比較表 
                  （単位：百万円） 
種 類 別 令和２年 令和１年 増減率 

  （1 月～12 月） （1 月～12 月） （％） 
水道用弁 10,218   10,112  1.0 
産業用弁 10,501  11,234 -6.5 
船 用 弁 5,909  5,706  3.5 
鋳物素材 1,252 847  47.7 

合 計 27,879  27,900 -0.1 

令和２年 下期の対前年比較表 
          （単位：百万円） 
種 類 別 

  
令和２年 

（7 月～12 月） 
令和１年 

（7 月～12 月） 
増減率 
（％） 

水道用弁 5,603 5,639  -0.6 
産業用弁 5,015 5,750  -12.8 
船 用 弁 2,840 3,081  -7.8 
鋳物素材 576 422  36.5 
合 計 14,034 14,892  -5.8 

令和２年 上期の対前年比較表 
 （単位：百万円） 

種 類 別 
  

令和２年 
（1 月～６月） 

令和１年 
（1 月～６月） 

増減率 
（％） 

水道用弁 4,615 4,473  3.2 
産業用弁 5,486  5,484  0.1 
船 用 弁 3,069 2,625 16.9 
鋳物素材 676 425  58.9 
合 計 13,845  13,007 6.4 

 

 
令和２年（1 月～12 月）バルブ生産高調査結果 
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◆技術解説シリーズ ⑤ 『ゴムとプラスチックの違い』 ゴムもプラスチックも有機高分子化合物です
が、どこが違うのでしょうか?日本ゴム協会のゴム辞典では「ゴムとは常温でゴム弾性を有する高分子あるいはその材料」
とされています。ゴム弾性とは、「小さい外力で変形しやすく、高伸張性（100％以上）を示し、外力を取り除くと短時間
でほぼ元の形に回復する性質」としています。一方、プラスチックとは、主に石油に由来する高分子物質（主に合成樹脂） 

を主原料とした可塑性の物質で、ゴムほどの弾性は示しません。 
さて、ゴムがゴム弾性を示す理由は、加硫処理によるものです。 
ゴム系の原材料に、硫黄などを練り込んで熱処理することによ 
り、材料分子鎖間に三次元的な架橋結合が形成（図中の-S-S-S-） 
され、ゴム弾性が飛躍的に増大します。その他、改質のために 
可塑剤、オゾン劣化防止剤、無機充填剤なども添加されます。 
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彦根バルブ生産高推移
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